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研究成果の概要：ASEANおよび日・中・韓の 3国を念頭に置いた東アジアを対象に、貿易面
と資金面(資本移動)の双方の動きでどのように相互依存が進み、その結果としてどのような問
題が生じているかを分析した。特に、貿易と資金の収支の不均衡の状態が顕著であり、通貨危

機が起こればどのように伝播するか、東アジア共同体に進むためには ASEAN後発国の構造改
革と経済発展が当面の大きな課題であることを示した。 
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１．研究開始当初の背景 
(1)東アジア共同体構想の議論にみられるよ
うに、東アジアに関するさまざまな議論がま
すます活発になっている。その背景には、EU
の出現で、世界の 3大拠点のひとつとして経
済的躍進が目覚しいアジア諸国にもまとま
りが必要だという認識と、アジアでのリーダ
ーシップをどこが取るかという議論が錯綜
し、きわめて国際的な政治・外交上のトピッ 
クになっている。EUのような共同体になる 

 
ためには、経済面だけではなく、文化面を含
めた幅広い共通の基盤がなければ不可能で
あり、その条件整備には相当の年数が必要で
ある。 
(2)経済面だけに限れば、各国間の取引がます
ます活発化している。また、APEC等のさま
ざまな地域連合や、2 国間または国対地域間
の FTA 等のさまざまな貿易や金融の促進措
置が展開されている。特に、1990 年代後半
のアジア通貨・金融危機でのアジア諸国の経
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験から、その再燃を予防する共通の認識と協
調の意識が高まり、チェンマイ・イニシアテ
ィブによる外貨準備の融通政策という国際
協力の枠組みが出来上がった。 
(3)このように、東アジアにおける貿易と金
融の各国間の連関が高まり、相互依存が進ん
でいることについては多くの研究が既にあ
る。しかし、貿易面と資金移動の両面を整合
的に国際資金循環として分析することはあ
まり進んでいなかった。 
(4)東アジアの経済統合に関して多くの議論
がなされつつあるが、貿易面の統合が進んだ 
後に金融面の統合を考えるのが通説となっ
ている。これについてわれわれは疑問に感じ
た。 
(5)東アジアにおける経済統合の議論をする
とき、ASEAN という比較的まとまった連合体
を無視できない。また、わが国や中国等との
関係からも、この ASEAN を含めた東アジアを
考えることは当然のことである。たとえ経済
面に限ったとしても、東アジアの統合を考え
るときには、できるだけ各国の同質性(経済
発展の段階や経済構造の同質性)の条件が必
要である。しかし、特にわが国で活発化して
いる経済統合の専門家による議論では、
ASEAN 後発国(カンボジア、ラオス、ミャンマ
ー、ベトナム)の現実を無視した議論が多い。 
 
２．研究の目的 
上記の背景を十分に共通認識しながら、経済
面に限り、しかもできるだけ数量的な実証分
析を行うことを企図した。特に、次の 3点に
目的を絞った。 
(1)東アジアにおける貿易面と金融面の連関
がどのように相互に関係しながら高まって
いるかを、国際資金循環分析の手法で調べる。 
国際資金循環分析の特性上、アメリカを含め
た分析を行う。 
(2)貿易と金融の連関構造の実証分析を踏ま
え、特に国際金融面での協調・統合の現状や
可能性を分析する。アジア通貨・金融危機が
波及したメカニズムとショック伝達のプロ
セスを理論と実証によって調べ、その軽減化
を目指すための方策や現実に採られている
措置の評価を行う。 
(3)日中韓の東北アジアの経済協調は重要で
あるが、課題も多い。ASEAN 抜きでは東アジ
アにおける経済統合の可能性や課題は考え
られないという視点から、ASEAN を含めた経
済統合の最大の問題は何かを直視する。その
ために、ASEAN 後発国を無視した議論の帰結
を実証分析で示す。 
 
３．研究の方法 
(1)貯蓄・投資バランス、経常収支と貿易フロ
ーおよび国際資金フローという 3つの側面を
国際資金循環分析によって整合的に統計分

析する。 
(2)東アジアにおける貿易と金融の連関の実
証分析を踏まえ、貿易促進と金融統合のどち
らの優先順位が高いかという分析をする。ま
た、通貨危機の波及プロセスやその帰結を理
論的・実証的に分析する。 
(3)東アジアにおける貿易面と金融面が統合
される条件に程遠い後発国として特にラオ
スを取り上げ、さまざまな通貨統合の形態が
同国のマクロ経済に与える効果を計量経済
モデルに基づくシミュレーション分析で調
べる。 
 
４．研究成果 
上記の目的、方法に沿った 3つの方向での研
究を着実に進め、その成果を広島修道大学研
究叢書としての書物に結実させ、『東アジア
における貿易と金融に関する計量分析』とい
うタイトルで、2009 年度中に出版する。これ
については、広島修道大学学術交流センター
からの出版助成を受けることが決定されて
いる。 
成果の概要を具体的に述べれば、次の通りで
ある。 
(1)東アジアおよび米国を含む 11 カ国・地域
の相互依存関係を、国際資金循環分析の計量
モデル基づいて分析した。米国の経常赤字、
日・中両国の経常黒字が継続するグローバル
不均衡の原因と影響を調べた。また、特に、
為替レートの変動が東アジア経済に与える
影響に関するシミュレーション分析を行い、
その波及効果を推計した。その成果は、中国
や香港における 3 度の国際的シンポジウム、
カリフォルニア大学(バークレー校)における
ワークショップ等で発表して、国際的な評価
を得てきた。 
(2)東アジアにおける金融・通貨の不安定性の
諸要因を摘出した。特に、市場決定型為替レ
ートの激動と不均等な効率性・収益性が金
融・通貨の不安定性の大きな要因であること
を示した。利子率を通じた金融市場の統合は
かなり進んでいるが、為替レートを通じた金
融市場統合の進展は弱い。これらの理論仮説
が、通貨危機が生じた場合のショックの波及
の経路や強さについて適用され、実証された。 
(3)為替レートを通じた市場統合の進まない
正当な理由を、ラオスの現実を反映したマク
ロ計量経済モデルを用いて示した。すなわち、
ASEAN 後発国の中でも特に顕著な複数通貨シ
ステムが現存するラオス経済においては、さ
まざまな代替的通貨統合制度を導入した時
の、同国の貿易収支悪化を通じた経済発展へ
の負の効果が大きいことが示される。経済統
合へ進む前提として、ASEAN 後発国の構造改
革と外国援助を通じた一層の経済発展が前
提となることが示された。この成果は、国際
開発学会等で発表された。 
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